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仮設道路橋
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P51
P51
P53

既存建築物を解体した後、地中障害物撤去→土留壁打設（築造）→堀削→
作業構台架設までの一連工事をご提供します。
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P55
P55
P56
P56

シングルアンカー腹起
P57
P57

ヒロセメガビーム【高強度腹起】

山留め工事だけでなく、それに連続する又は関連する工事をトータルに
マネジメントし、地下を含めた作業空間を、より安全に、より経済的に
確保して提供いたします。

施工性のアップ：�逆打ち工法とは、本体構造物の地下部分を施工しながら支保工の代わりにします。
ヒロセでは逆打ち工法のための専用部材を多く取り揃え、本設、仮設の一体化＝
施工性の向上をサポートします。

特徴1
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火打ブロックを使用した、

腹起材料削減、シングルアンカー腹起

P54
P55
P56
P56

シングルアンカー腹起

P57

（シングルアンカー腹起）ＰＳ山留工法

空間確保：�グラウンドアンカー工法、集中切梁工法、ＰＳ山留工法、ＳCＢ工法は、空間確保を可能
にします。

特徴2
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架
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P55

振動・騒音に配慮した圧入工法の手順

P52
P52

振動・騒音対策：�現場周辺や地域住民への影響を考慮し振動・騒音対策を行います。地盤影響縮小：�いかに周囲の地盤に影響を与えないで土留工事を行うか、これは仮設工事の永遠の
課題です。水平切梁に先行して圧力を加えること（プレロード工法）により、変形の
少ない土留計画をご提案します。

特徴3 特徴4
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架設

ブレス取付状況

架設

ブレス取付状況

架設

ブレス取付状況

構
台
架
設

構
台
架
設
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6

仮設道路橋

P59
P59

プレガーダー橋

プレガーダー橋

プレガーダー橋
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仮設歩道橋

P59
P59

プレガーダー橋

プレガーダー橋

プレガーダー橋

下：KD橋
上：プレガーダー橋

プレガーダー橋

径間

径間

径間

径間

動線確保：�プレガーダー橋、ＫＤ橋共に、歩道橋の架け替え用としてもご利用いただけます。ロン
グスパンも対応可能です。

仮
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橋
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工事用桟橋

P59
P59
P58
P60G桟橋【Hi-BRIDGE・Hi-RoRo工法】

山岳急速施工桟橋（Hi-BRIDGE工法）
下部工鋼管タイプ 縦架設スパン16.0m

山岳急速施工桟橋（Hi-RoRo工法）
下部工パイプ支柱タイプ 縦架設スパン18.0m

工
事
用
桟
橋

工
事
用
桟
橋
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P68
P62
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P64

【NETIS掲載工法 CB-040062-V】
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P69

【NETIS掲載工法 CG-040013-V】
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ヒロセメガビーム【高強度腹起】

HSトラス

G桟橋【Hi-BRIDGE・Hi-RoRo工法】

フリースパンフォーム【FSF】

リヴィテールSE

GS補強土システム

スーパーダグシム工法

ヒロセスライドロック【覆工板上部締結式金具】
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①高い遮水性が得られます
混練翼と移動翼を交互に配置させた独特のミキシングメ

カニズムにより削孔混練が均一なSMW壁が造成でき�
ます。しかも完全ラップ方式により各エレメントが完全
ラップされるため、従来工法に比べて遮水性に優れてい�
ます。

②周辺地盤に対する影響は少なく、地盤沈下はありません
原位置土とセメント系懸濁液を混合・撹拌してソイルセ

メント壁を造成するため、孔壁の緩みや崩壊が極めて少な
く、地盤沈下など周辺地盤に対する影響が少なくなってい
ます。

③工期の短縮が図れます
原位置土混練方式であり一工程で造成可能なため、他工

法に比べて工期は短く、経済性に優れています。
④多目的利用ができます
山留め壁としてだけでなく、各種ダムの止水壁、環境汚

染対策遮断壁、崩壊防止養生壁、地盤改良、基礎杭などの
工種があり、多目的に利用できます。

⑤大深度施工が可能です
標準削孔径は通常φ550〜650mmですが、近年の大深

度施工に対応し、削孔径がφ850〜900mmのものでは大
きな断面性能の芯材が挿入でき、より大深度に適した設計
が可能となっています。

⑥空頭制限下での施工も可能です
機械高さが施工面より3.5〜7.5mの低空頭機も各種用

意されており、狭い場所や高さ制限のある場所でも施工可
能です。

ECO-MW工法は、本工法用に開発した流動化剤「アロンソイル」を使用し、セメントミルクの注入量を制御す
ることにより産業廃棄物である泥土発生量を大幅に低減する工法です。

ラクヌキ工法は、SMW工法の芯材（H型鋼）の上部だけを撤去する際、ラクヌキ工法なら芯材を簡単に引き抜く
事ができます。

ＥCＯ-ＭＷ工法

ラクヌキ工法

【NETIS掲載工法 KK-050019-A】
【グリーン購入法「特定調達品目」適合商品】

【特許 第3404315号】

環境に優しい
1. 建設汚泥が従来の50%～60%に低減
2. 搬出用大型ダンプの通行量減少
→近隣周辺の迷惑緩和

優れた経済性
1. �使用材料（セメント、ベントナイト、水）が�
従来工法の50%程度

2. 建設汚泥処理費の低減
3. 施工性向上による造壁時間の短縮
卓越した品質
1. アロンソイルによる緻密化
 →強度・止水性の向上
2. 優れた撹拌性による均質性の向上
3. 芯材の挿入がスムーズ
→建て込み精度の向上

■特徴

ラクヌキ工法は、長ボルトを抜き取るだけで上部
H形鋼を引き抜くことが出来ます。ガスを使う作業
も発生しません。しかも、地下水位が高い場合でも
地山側の薬注処理が不要です。従って、作業の容易
性、迅速性により工期の短縮が図れるとともに、安
全性の面できわめて優れています。

■特徴

■施工手順

■特徴

泥土発生量低減の概念図

1 芯材建込 4 長ボルト引抜き後2 支保工架設後 3 長ボルト引抜き中
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P58

・控え壁までは切削の1/2程度の長さが必要

Ⓡ【火打ブロック使用】

シングルアンカー腹起 【特許 第3404315号】

【NETIS掲載工法 QS-980185-A】
【特許 第3072065号】

シングルアンカー腹起は､ 土圧を上段で100%負担させ､ 下段はアンカーの鉛直力のみを負担させることで､
腹起の非連続設置とサイズダウンを可能にしました｡

腹起の非連続設置により､腹起質量が約25%低減できます｡
腹起のカバープレートと接続ボルトが50%低減できます｡

■特徴

【火打ブロック使用】

従来工法

シングルアンカー腹起
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・広い空間確保による作業効率の向上
・中間杭が無いための躯体品質向上
・全体工期の短縮

断面変化杭は建築構台の支持杭において､支持層が深く継ぎ杭になる現場でコスト削減が可能｡

断面変化杭 【実用新案 第3162263号】

構台杭で､ 支持層が深いため､ 杭長が長く継ぎ杭に
なる現場において杭の地中根入れ部の､ 曲げモーメ
ントが小さくなる部分をサイズダウンすることで杭
の鋼材重量を削減する工法です｡
杭の打設工法は､ オーガー併用セメントミルク根固
め工法に適応します｡ 	

■特徴

ヒロセメガビームⓇ【高強度腹起】
ゆとりある空間で、良質な躯体構築が可能です。

■特徴
・在来山留材との組み合わせが可能
・切梁不要で広い作業空間を確保
・仮設切梁受けの中間杭が不要
・ボルトによる接合箇所の削減
・山留全体の軽量化を実現

■サイズ
H-800×400×16/36（SM490材）L=9.0m
質量：2,987kg

【特許第5602264号】
【NETIS掲載工法 KK-150043-A】各
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支持杭本数が削減され、工期短縮が図れる

【NETIS掲載工法 KT-120094-VR】

工事用、作業用仮桟橋に高強度の製作桁を使用しリースする事で、長スパンへの対応を可能にします。支持杭
本数を削減する事で、コストダウンと工期短縮を図ります。

■概要図（上：側面図　下：平面図）

Hi-BRIDGE工法
【G桟橋＋鋼管杭】

Hi-RoRo工法
【G桟橋＋RoRo支柱】

■特徴
・上部工にG桟橋、下部工には鋼管を使用
・杭本数を大幅削減
・上／下部工ブレスをユニット架設し工期短縮
・縦架設も可能

■特徴
・鈑桁タイプの組立て橋梁
・杭軽量で、強度・耐久性に優れた構造
・実績が多い

■適用範囲
・スパン14m～30mまで、A・B活荷重に適応

■特徴
・覆工板上部の吊穴から締付・解体作業
・足場不要で安全性向上・工期短縮・コストダウンに貢献
・当社従来品と比較して締結力1.5倍アップ
・緩んだ際の増締め機能有

■適用範囲
・桁材フランジ幅　300、350、400mmシリーズに対応

■特徴
・上部工にG桟橋、下部工にRoRo（パイプ）支柱を使用
・上／下部工ブレスをユニット架設し工期短縮
・縦架設も可能

プレガーダー橋
【鈑桁橋】

ヒロセスライドロックⓇ

【覆工板上部締結式金具】
老朽化した橋や歩道橋の架替え、災害などの緊急時
に、いち早く、簡単に設置することが出来る、鈑桁
橋です。スパン14m～30mまで、A・B活荷重に対応
できます。

覆工板上部から締結作業を行うことができる締結式
金具です。

【NETIS掲載工法 KK-160005-A】
【特許 第5629396号】

ユニット架設
ポイント！
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■特徴
・橋梁工事及び道路工事のヤード、歩道部の安全確保が可能
・転倒防止用のピースも用意されている（3.0ｍの材料も用意）

ガードワンは山留めＨ形鋼を使用し、端部を接合して連続接合を可能にした新しいタイプの仮設のガードレールです。

ガードワン

■特徴
・施工性について
①小口径杭であるため施工時に付加的な荷重を与えず、不安定な地山にも静的に補強できる
②あらかじめ構造物掘削することなく、パイルと土との合補強体を構築できる
③引張補強に用いた場合、地山の変形は非常に小さい

・景観性について
①崖や急斜面補強工事において周囲の景観を損なわない

■適用場所
・適用地盤：Ｎ値０から３の粘性土を除くあらゆる地層、転石混じりの地層や岩盤などにも適用可能

■適用範囲
・最大法面勾配 0.3（１:ｎ)
・最大法面長 30（ｍ）
・土質条件Ａ 硬岩○ 軟岩○ 礫質土○ 砂質土○ シルト○

ＥＰルートパイル工法

キャッピングビーム

引張補強

圧縮補強

つば 材

EPモルタル

芯 材

膨張

地山を対象とした補強土工法で、芯材をモルタル注入皮膜したルートパイルと呼ばれる小口径杭（通常径1 0 0㎜前
後）を土を抱え込むように三次元的に配置します。注入するモルタルに硬化膨張性モルタル（ＥＰモルタル）を使用
し、地山とより強固な一体化を図ります。

フリースパンフォームⓇ【スラブ専用鋼製型枠】
フリースパンフォームは、圧倒的省力化によるコストダウンの実現が可能な、環境にやさしいスラブ専用鋼製型
枠です。

■特徴
1. 施工性 
・スライド機能でスラブ加工不要
・モジュール化で簡単計画
・短期間で施工習得
・解体・脱型で出来形確認

2. 環境・安全性
・各現場の適合計算で安全確保
・脱型、解体作業時の騒音大幅軽減
・廃材処分量の削減
・3R（リデュース・リユース・リサイクル）

3. 経済性（省力化）
・支保工（サポート等）資機材が最大66％削減
・根太鋼管ゼロ
・施工歩掛かり向上で労務削減
・仮設資材の削減による省スペース化
・リース、転用で大幅コストダウン
・資材ヤード経費削減

在来型枠 フリースパンフォーム

根太鋼管ゼロ・サポート66%削減
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【NETIS掲載工法 CB-040062-VE】【NETIS掲載工法 CG-000014-A】
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法令第14
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GS補強土システム

リヴィテールSE

盛土材中に帯状ジオシンセティックス補強材を挿入することによって、盛土の安定を図る擁壁構造物です。

盛土材中に帯鋼などの補強材を挿入することによって、盛土の安定を図る擁壁構造物です。

■特徴
・ 高耐久性
高耐久のポリマー繊維を用いるため、沿岸部等の塩害の
恐れがある箇所、アルカリ土壌など高腐食環境下での使
用が可能です。
・ 経済性
高腐食環境下での適用に、追加対策の必要がありませ
ん。またコンクリート壁面材と補強材の接続に、独自の
スリーブシステムを導入しました。
・ 施工性・安全性
部材点数の削減及び部材の軽量化により、施工性・安全
性が向上しました。

■特徴
河川砂防基準に準拠した板厚35cmを確保することで、
河川護岸への適用が可能です。浸水状態での補強材引抜
力は、（一財）土木研究センターとの共同研究による水辺
テールアルメ実物実験により検証済です。

■適用場所
河川・港湾護岸工（道路・造成用擁壁）

【NETIS掲載工法 CG-130014-A】

ジオストラップ HAジオストラップ

【NETIS掲載工法 CB-100028-V】

■特徴

スーパーダグシム工法は、土中にすばやく小口径杭を打設します。
同時削孔・同時注入システムにより、地山を乱すことなく確実に補強していきます。　

スーパーダグシム工法

▲同時削孔注入の仕組み

・施工性について
①ダグシムパイプを打ち込む際、パイプの中にモルタルを流し、
ビット先端から孔の隙間を充填していくので、打ち込みが終わ
ると同時にモルタル杭ができあがる（同時削孔注入方法）こと
から、経済性はもとより施工性が向上し、工期の短縮ができる
②注入するモルタルは固まる際にわずかに膨張するように配合
されているので、地山との密着が改善され、補強効果をより高
めることができる

スーパーテールアルメ

リヴィテールSE
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【NETIS掲載工法 CB-980117-V】【NETIS掲載工法 CG-040013-V】
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